
きょうとプレコン

高校生教育プログラムの

周知及び活用について

資料１

R７年度の周知・活用状況①

➢ 府内高等学校・特別支援学校（高等部）あてに学校向けリーフレットを送付

⇒府立75校、京都市立20校、府内私立49校、国立2校、生徒数合計約70,000人

➢ 府立高等学校、市立高等学校、私立高等学校、それぞれの校長会で活用を依頼

➢ 模擬授業、研修会等の実施

• 府立学校保健部長会議において模擬授業の実施【講師：関口座長】(R7.5.22)

• 府立学校養護教諭研修会において説明及び活用を依頼(R7.7.25)

• 乙訓保健所主催の包括的性教育従事者研修会において説明及び活用を依頼(R7.8.6)

⇒参加者35名

• 高等学校教員向け研修会（模擬授業）の実施【講師：関口座長、渡邉委員】(R7.8.7)

⇒参加者63名

• 中丹西保健所主催のプレコンセプションケア研修会において説明及び活用を依頼(R7.8.25)

⇒参加者約70名
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R７年度の周知・活用状況②

➢模擬授業、研修会等参加者からのプログラムに関する主な声

• 高校生にぜひ知ってもらいたい内容だと感じた。生徒が自分の体を守るきっかけとなって

ほしい。

• 指導案や動画も作成していただいているので、授業で使いやすい。また、編集可能であ

るのもありがたい。

• 保健指導を行う際、コンドームの付け方について良い資料がなかったので、活用させて

いただく。

• コンドームがどこにいくらで売っているかや妊娠検査薬の使い方等を具体的に指導する

ことが大切だと感じた。

• プログラムを取り入れるには学校全体で考える必要があるため時間が必要。

• 今後生徒にも発信していけるようにまず自分自身が学びたいと思った。

• 高校生からが対象ではなく、もっと早い段階からの教育が必要ではないか。

R７年度 高校生向けプログラム 主なアンケート結果①

令和7年8月7日実施の高等学校教員向け研修会（模擬授業）アンケート結果（n=26人)
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3-3「あなたのライフデザインを考えてみよう」

3-2「あなたの健康とプレコンセプションケア」

3-1「あなたの健康と対人関係のスキル」

2-3「より安全な性行動」

2-2「妊娠と避妊のしくみ」

2-1「からだの尊厳と暴力」

1-3「ジェンダー平等と性の多様性」

1-2「思春期のからだの変化」

1-1「プレコンセプションケアとは」

９コンテンツの中で授業等で活用したいものは
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R７年度 高校生向けプログラム 主なアンケート結果②

活用できそう

85%
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今後の活用について保健体育科
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どのような場面で活用できそうか

その他内訳
・面談、保健指導
・道徳、総合、特別活動、生活単元学習
・性に関する学習
・性被害、性加害児童への性教育
・少年矯正施設にて高校生世代への支援 令和7年8月7日実施の高等学校教員向け研修会

（模擬授業）アンケート結果（n=26人)

R８年度の取組

➢ 引き続き、教員向け研修会等を実施

➢ 学校向けアンケート調査を実施

（目的）

きょうとプレコンの認知度、高校生プログラムの活用状況等について把握するため、教

職員に向けたアンケートを実施

（対象）

 教員（保健体育科等）・養護教諭

※上記を窓口に学校としての取り組みについて、アンケートを実施

⇒府立学校・市立学校・私立学校に依頼予定
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